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中川温泉試錐調査報告

　　　石井喜一，中川清七，関本一雄

　　　　　神奈川県衛生部環境衛生課

　　　　　(昭和42年１月22口受理)

Report on Progress of Test Boring at the Nakagawa Hot Springs,

Tanzawa Mountains

K. iSHn, S. Nakagawa and K. Sekimoto

Environmental SanitationDivision,Public Health Department, Government

of Kanagawa Prefecture

(Abstract)

Two bore holeshave been newly opened to obtainrealinformation on subsurface temperature

and estimate extent of hydrothermal activityin the Nakagawa Hot Springs. Here is described

progress of boring and resultsof loggingin two bore holesin detail.

1.緒論

　中川温泉は山北町の西北部にあって，国道246号沿線の清水部落より入る県道青根山北線が唯

一の交通路である（図1）。

　この温泉は古くから“信玄の隠し湯”とも言われている。泉温は約40°C, pHの高い単純泉

が自噴し，各種の湯治にも利用されてきた。また中川温泉は丹沢国定公園の西部に位置し,登山，

ハイキングの観光基地としての役割を持ち年間の利用者は68,000人にも達している。こうした

状況にある中川温泉も今後は一層の開発が予想される地域であって,この地区の特色を生かした，

秩序ある開発を行なう必要が痛感されている。

　温泉資源の保護をはかり，適正な温泉利用の施策を講ずるための基礎的資料を得ることがこの

調査の主な目的である。
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2.中川温泉の現況

　中川温泉には４本の源泉があり泉温，湧出量などは表iに示すとおりである。近時多数の温泉

掘さくや増くつ，また掘さく工事未弟手のものなどがあり，この地城の温泉ラッシュを物語って

いる（図2）。

3.中川温泉におけるテスト・ボーリングの目的

　昭和38年度以降神奈川県温泉研究所は中川を中心とした調査を実施し，この地区において泉温

約40°C

以上の温泉採取が可能である事を示した。しかしながら，この地域の温泉は県内の箱根

湯河原温泉のような活発な地熱活動によって大量の熱エネルギーが常に供給されている温泉と異

なり，過去の火成活動の余韻として形成されている温泉であると推定された。したがって，この

地域での無計画な温泉採取が行なわれることは，地下温泉資源の枯渇をまねくおそれが予測され

るので地熱活動の範囲と地下温泉資源の分布状態などの調査研究を行ない，中川温泉開発の基礎

資料を求め合理的な温泉利用対策をたてる目的で，神奈川県は昭和40年度事業として図2に示す

地点に500

m

1

本,

150

m

1

本のテスト・ボーリングを行なった。

図1.交通図



表1．巾　川　温　泉　源　泉　の　状　況（昭和40－5－19現在）
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注分類中の台帳欄は神奈川県温泉台帳に登載のもの。調査欄は昭不P40年５月実態調査時の成績を示す。



昭和40年度中川温泉テストボーリング予算金額はつぎのとおりである。

　　　　　　予算総額　　　　　　　　　17.800千円

　　　　　　内訳　需要費　　　655

　　　　　　　　　　　　　役務費　　　　88

　　　　　　　　　　　　　委託料　　　733

　　　　　　　　　　　　　工事請負費　14,180

　　　　　　　　　　　　　公有財産購入費　　　400

　　　　　　　　　　　　　備品購入その他　　1,744

　　　　図2.中川温泉の源泉分布図

細川橋を辿る長方形は中川温泉特別保護地域を示す。



4.テスト・ボーリング地点選定の経緯

　昭和40年10月第111回神奈川県温泉審議会は，中川温泉テストボーリング事業について，調査

の地域を学術的に意義ある地点及び周囲既存温泉に悪影響を及ぼさないことを十分配慮の上，慎

重に選定することが望ましいとの答申をした。この答申意見にもとづきボーリング地点を選定し

た（図2）。

5.テスト・ボーリング工事実施状況

　テストボーリング工事を行なうに当っては町当局，源泉所有者，地元西丹沢観光事業協同組合

等に対し事業の目的について説明会及び協議会を開き主旨の徹底をはかった。昭和41年１月入札

割にょい丿リング工業株式会社が工事を請負った。工事概要などについては１号井，2号井の

順に従って次に詳述する。

神奈川県1号井　　昭和41年２月１日掘さくを開始した。岩質が破く，掘さく開始後間もなくメ

タルクラウンビヴトの他にダイヤモンドビ･，トを併用して掘進した。76nimのビット径で115.95

mまで掘進後,

101mmのビットを用いて74.75mまで拡掘し,

93mmケーシングパイプを挿入し

て遮水作業を行なった。115.95mから再び76mmのビット径で掘進を続行したが,

120

m附近よ

り次第に岩石の破度が増し，ダイヤモンドビット以外では掘進困難となり，以深は全てダイヤモ

ンドビットを用いた。岩石の硬度増加の他に亀裂が多くなり，これがダイヤモンドビットのダイ

ヤ粒子の脱落を招き，掘進率を著しく低下させた。これらの原囚の訟肖初予想された川進工枇

からはるかに遅れて８月16日501

mに達し掘止めした。工事の進行状況は図３に，孔井の状況は

　　　　表2.
県

掘さく位置
中川1号井の現況
　　　　－--　-　　－
神奈川県足柄上郡山北町中川字戸屋?885の力号
　　　　　　　　　500ｍ

深度

裸孔径

　O　－ 10.4 m　　　146 mm

10.4－ 74.8 m　　　101mm

74.8－501.0 m　　　76 mm

ケ－シング O － 76.( m　　　97 mm
（抜竹）

O －300.0m　　76 mm

自噴量 176 1/min

泉温 27.2°C

地質柱状図　孔内検層図　図4

ダイヤモンドビット使用数

101mm　　　2ヶ

　86 mm　　　2ヶ

　76 mm　　　77ケ

工事の進行状況は図3に示した
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図4.　県中川1号井の検層図



衣2に示した通りである。

　県1号井では掘さくが進むにつれて次第に湧水が増大したが，その状況は図４に示した迦りで

ある。掘さく中，深さ100

m,

330

m,

501mのときに神奈川温研が検層を行って湧水場所を明

らかにした。示差温度検層によって決められた湧水部の深さと掘さく中の孔内水の湧出量が増大

した深さとはかなりよく一致している（図4）。

　地表に湧出させる温泉水の水温を出来るだけ高くするためには，低温で湧出量の多い上部の地

下水を遮断しなければならない。幸い深さ354～357

m

に大きな温泉亀裂が認められたので，深

さ300

m

までケーシングパイプを挿入し，管尻をセメントした。ケーシングをする前は25.8°C

の温泉が毎分4001も湧出していたが，ヶ－ジンク後には27.2°Ｃの温泉が毎分1761

湧出する

ようになった。なお,

300

mまで挿入された73

mmのケーシングと101mmのガイドパイプの

間より25.5°Cの温泉が901

湧出している。これらの温泉についての化学分析の結果は田島等

（1967）が報告している通りである。

神奈川県2号井　　昭和41年２月3日掘さくを開始し,

8mまで80mm及び100

mm

の径のメタ

ルクラウンビットを使用して掘進，続いで150

mmロケットピット

1-を使用して拡掘作業を行ない，

コンダクターパイプを挿入した。27.30mまで101mm

ダイヤモンドビットで掘進，続いて76mm

ダイヤモンドビット及ぴメタルクラウンビットで掘進，昭和41年４月9

P

150.75mに達し凱±

めした。工事の進行状況は図５に，孔井の状況については図6，表３に幣理して示した通りであ

る。

　本孔井では掘さく巾深さ35.00

mで毎分701の逸水があり，以下掘止深度150.75

mまで同

じような逸水が続いた。数時間放置した後の孔内水位は－32m

35

mであった。掘止深度

表3

.

県中川２号井の現況掘さく位置 神奈川県足柄上郡山北町巾川字湯の沢649の3

深度 150 m

裸孔径

　O　－　8.0m　　　150 mm

　8.0－ 27.3 m　　　101 mm

27.3－150.8 m　　　76 mm

ケーシング
O　― 75　m　　　73 mm

孔内静水位 ― 34.5m

地質柱状図　　孔内検層図　　図６

ダイヤモンド・ビット

使用数

101mm　　　１ヶ

　76 mm　　　１ケ

工事の進行状況は図5に示した。



神奈川県衛生部中川温泉試堀二号井工程表



　　　　　　　　　　　　　　図6.中川県２号井の検眉図

150.75

mの孔底渦度は21°Ｃであった。上部の温度の低い地下水は孔内を流下し深部の亀裂に

常に流入していたので,

75

mで棚を作り，ケーシングを行ない，管尻をセメントして孔内水の

交流を遮断した。

　県l号及び県２号井のボーリングコアーで厚さ1

cmのテストヒースを作り，ダイヤモンド・

カッターで切断した。箱根や湯河原の岩石を代表出来るようなボーリングコアーを選んで同一の

条件下で切断して，これらの岩質の相違を比較した（図7）。中川温泉地域の岩石はいづれも著

しく硬く，掘さく工事が予想以上に困難であったことが明瞭に示されている。特に県１号井のグ

ラノフアイヤーは石英質であるため県2号井の角閃片岩に比してもかなり硬いことがわかる。

6.

まとめ

　現在温泉開発の進められているこの地域を無計画に放置することは，直ちに源泉相互間の干渉

による温泉枯渇の現象を呈することが明らかである。丹沢山地唯一の温泉資源を失なうことは，

丹沢大山国定公園のなかにある清流と山渓の自然景観にめぐまれたこの地の大きな損失でもある

ことから，今後この地域を一般大衆の保養地として，また青少年の健全な精神的保養地として理



　　　　図7.ボーリング・コアの切断速度

　　　　　　　厚さ10

mmの岩石板の１分間当りの切断量。切mにはダイヤモンド・カヅタ―を用いた。

想的な温泉地に育成することが最も望ましい。神奈川県温泉審議会はこの地域の学術的調査の紡

果にもとづいて中川温泉特別保護地域を設定し,温泉審議会の審議の基準として規制内規を定め。

既存温泉の保護と開発について総合的調整を行なった。この内規を記載して参考に供したい。

附。中川温泉特別保護地域の設定及び規制内規

　この内規は足柄上郡山北町中川温泉地区における温泉の濫掘防止，及び公共的利用の適正を期するため，一

定の区域を特別保護地域に指定し，同地域内における温泉掘さく増くつ及び動力装置等の許可申請を規制し，

健全な保養温泉地の育成を図ることを目的とする。

　1.　特別保護地域の範囲

　巾川温泉地区の細川橋指定点（橋の中心点）から北東に約1,600メートル離れる小吹沢えん堤（砂防えん堤）

57号及び58号の中間に位置する河川えん堤の指定点（えん堤の中心点）とを結ぶ直線を基線として，西南側を

「細川橋指定点から河川えん堤指定点を見通した角度90度右振り300メートル，左振り500メートル」とし，

また北東側を「河川えん堤指定点から細川橋指定点を見通し，角度m度右振り500メートル，左振り300メー

トル」とを平衡直線で囲んだ範囲内を特別保護地域とする（図2）。

　2.特別保護地域内の規制

　(1)掘さく申請について

　既存温泉掘さく許可地との距離が300メートル以内であるときは認めない。なお特別保護地域外であって保

護地域の外縁から300メートル以内の申請であるときは，保護地域枠内の実情を勘案して取扱うものとする。

　（2)増くっ申請及び動力装置許可申請について

　増くつ申請の深度（口径の増大，切下げ等を含む）並びに動力装置許可申請の内容につV'ては，周囲の状況

を勘案の上で処理するものとする。

　(3)既存温泉等の取扱について

　別に定める「中川温泉特別保護地域内既存温泉等の取扱方針」によるものとする。

　3.　特別保護地域内の特例

　温泉の保護と中川温泉開発計画に基づいて，地方公共団体及び公共企業体が，当該地域発展のために実施す

る温泉掘さく及び温泉開発のための調査研究のテストボーリングの申請については，地元源泉所有者及び町長



の同憲があると訓よ，竹別区護地域に関する規制を適用しない。

　附則

　この内規は昭和40年8

月28ロから神奈川県温泉審議会密議基準として適用する。

　中川温泉特別保護地域内既存温泉等の取扱方針

　「中川温泉特別am地域の設定及び規制内規」で定めるほか既存温泉及び川さく許可地の取扱については，

同内規適用後っぎの方針にもとづいて処理するものとする。

　1.　掘さく許可地の取扱について

　許可期間内に着手せず，許可失効となった同一の地点に新たに掘さく巾請された場合は，特別保m地域規制

内規の距離制限を適川する。

　ただし中川温泉のDfl発を目的とした地方公共団体及び地元協同組合等の法人が温泉を公共の用に供すること

を目的とした前記申請である場合においては，附近源泉所有者及び町長の同意があるものについてのみ附近源

泉所町者及び町-JI-の同意があるものについてのみ附近源泉に悪彫響を及ぼさない限度において認めるものとす

る。

　2.　川さく工事中のものの取扱について

　掘さく工事中において，附近源泉の温度揚湯量に影響があると認められたものについては，その影響を回復

することを目的とする深度制限，掘さく工事方法等の変更を指示することができる。

　3.　既存温泉及び掘さく工事完了後の増くつ深度の取扱について

　既存源泉及び掘く許可地点の増くつについては，相互の影響を考慮し，標高差を勘案した適正深度とする。

　4.温泉採取量の制限について

　掘さく及び増くつ工事完成後の温泉採取量については原則として１分間100

リットル以内とする。

　5.　動力装置の申請について

　空気圧縮機は温泉水位の低下を防止するために認めない。

　6.　原則として前各条の収扱方針とするが地域の特殊性をしん酌し，特に悪影響のおそれがないと認められ

たときは周囲源泉の状況を勘案し，処理するものとする。

　附記

　1.附記この取扱方針は昭和41年７月22ロから適用する。

　2.従前適用の中川温泉特別保護地域設定内規の既存温泉取扱方針は昭和41年７月21日から廃止する。
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